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第二種郵便物承認 増刊HSK通巻4824号 2018年 9月 2日 発行

連日、猛暑が続いておりますが、会員の皆様、お子様達はお変わり

ないでしようか。今まで体験したことのない高い気温が続いていま

す。熱中症予防など体調管理には十分注意したいものです。

特に体温調節の難しいお子さん達への配慮が欠かせませんね。

先日「重症心身障害児者を守る会」の全国大会が大阪で開催され

ました。昨年の今頃は大忙しで大会準備に当たつていたことを思い

出しました。大阪の皆さんも地震の後だつたにもかかわらず頑張つ

ておられました。

平成 30年 4月 障害児者施策が変わりました。情報を正確にキャ

ッチして子ども達が安心して楽しく暮らせるよう要望していきた

いですね。

増 干UHSK
会 報 「石 川 守 る 会 」 NO.84

石 川 県 重 症 心 身 障 害 児 (者 )

全 国 重 症 心 身 障 害 児 (者)

石 川 県 支 部   会 長

を 守 る 会

を 守 る 会

山 本   衛
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平成30年度
石川県重症心身障害児(者)を守る会の総会が開催されました

5月 27日 第 22回の総会が医王病院地域医療研修室にて開かれまし
た。

当日は石川県健康福祉部障害保健福祉課 課長の新谷徹様、金沢市福
祉局障害福祉課 課長補佐の竹森利浩様、医王病院事務部長の林典男様、
医王病院第 4診療部長・小児科医長の丸箸圭子様、石川県立いしかわ特
別支援学校長の近藤貴好様、石川県立医王特別支援学校長の木田肇様に

来賓としてご臨席頂きました。

石川県の新谷課長からは差別解消法施行から2年が経過し県としても
相談窓日の開設など施策を講じてきたこと、また医療的ケアが必要な在

宅児者が増えてきているため、地域で十分なケアが受けられるよう検討

を重ねていることなどが話されました。

金沢市の竹森課長補佐からは国の障害者基本計画に基づき金沢市のノ

ーマライゼニションプランを見直し、障害者・障害児福祉計画を策定し

ている。また居宅訪問型の支援についても検討していくとのお話でした。

医王病院の林事務部長からは昭和44年に重心病棟が開設されて50
年が経つたこと、また守る会の原則には共感していることが話されまし

た。また今年の報酬改定では守る会の運動もあつてマイナスにならなか

つたとの報告もありました。 5月 からは相談支援事業も始められたとの

ことです。

丸箸先生は医王病院に勤務されて 15年が経過したとのことです。院
内・院外の情報を共有することによって県内のどこにいても同じケアが

受けられることが大切だとはなされました。

その後田川さんを議長に選出し総会の議題の審議が行われました。

まず平成 29年度の活動報告と会計収支報告が紺井事務局長と山岸会計
担当から説明があり承認されました。引き続き平成 30年度の事業計画
案と予算案が提案され賛成多数で可決されました。

本年度も本部補助事業や石川守る会独自の行事などを計画して、会員の

みなさまの要望をお聞きしたり、楽しく交流したりしたいと思います。
ぜひ多くの方の参加をお待ちしています。
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大阪で開催された全国大会に石川から9名参力0

6月 30日 (土)～7月 1日 におおさかで重症心身障害児 (者)を守る会全
国大会開催されました。石川からは山本会長夫妻、永井副会長夫妻、東

副会長、紺井事務局長、西田理事、石川療育センターから南さん夫妻の 9

名で参加してきました。

1日 目は厚生労働省 障害福祉課課長の内山博之氏より「障害保健福祉
施策の動向」との演題で行政説明がありました。

平成 30年 4月 の障害児者福祉行政は 3年後の見直し、障害者サービス
の報酬改定、各自治体の福祉計画第 5次改定など大きな節目となったと
のことです。各事業所においてもただ預かるだけでなくサービスのクォ

リティの向上を目指して、日中活動の充実など支援の質を上げていきた
い。重心についても入所に関しては命を守る安心とともに日中活動を充

実させていく。在宅については家族の負担軽減を図ると供に本人の生活
の質の向上も目指していくとのお話がありました。

その他障害保健福祉関係予算、医療的ケア児の支援の充実、相談支援

事業の拡充、補装具の支給・・・など多岐に亘って説明がありました。

課長は福祉施設での体験もあるとのことでわかりやすく話されました。

その後 4つの分科会に分かれてそれぞれパネリストから問題提起を受
けて話し合いました。石川の参加者も希望の分科会に分かれて参加しま

した。

夜は同じホテルで懇親会が開かれました。出し物は大阪らしく「河内

音頭」の唄と踊りが披露されました。会場では昨年金沢に来て下さつた

方達ともお目にかかって交流しました。

2日 目は「みんなで語ろう」と「式典」が行われました。

来年は節目の年で東京で開催とのことです。

みんなで新幹線で東京へ行きましょう !
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日

場

第 30回東海 口北陸プロック大会のお知らせ

平成 30年 10月 20日 (土)～ 21日 (日 )
二重県四日市市西新地7-3
プラトンホテル四日市
この子らの未来を考えるテーマ

～重症児者の暮らしを考える～

*費用については支部からの補助も考えています。みんなで参加して
プロックの人たちと交流しましょう!!!
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昼食会のお知らせ

久しぶりに昼食会を計画しました。猛暑の夏を乗り切つてまた秋から

がんばって子ども達と向き合いたいものです。
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8月 26日 (日)12時 ～
レストラン シェ・ ミノール
かほく市自尾 夕 19-6  h07← 域83-7566
1500円

入所の方・ 。・松本さん‰283-4432
在宅の方・・・紺井さん蹴288-5413

申し込み締め切りは 8月 19日 (日 )です。

*多数の方のご参加をお待ちしています。

お知らせ

副会長のお知り合いの方から重症児者の活動に役立てて欲 しいと多額

の寄付がありました。・その方のご意志に添った使い方ができないかと役

員会でも相談 しました。日頃単調になりがちな子ども達の生活になにか

メリハリのある行事ができないかと考えています。

会員の皆さんのご意見をお待ちしています。

編集人  石川県重症心身障害児緒 )を守る会
連絡先  929 0123石川県能美市中町ツ 88--1

1■0761--56刊610

会長  山本 衛
発行人  北陸障害者定期刊行物協会

富山市今泉 312番地

定 価    30円

会 費

申し込み


